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Abstract
 
Although the number of the students who commute their home to University increase,the
 
boarding students and the students living in apartment stil amount to 60% of al students.The
 
boarding students face the deterioration of their living environment.We must make a positive
 
approach to the boarding owners to improve the students’living environment.
There are not a few students who are economicaly tight.We must expand the present
 
systems to support such students.And we should help the students to find a part-time work like
 
a home tutor which they can cope with schoolwork.
More students are anxious about their future.We should find out the effective method
 
which dissolve their anxiety.One of the effective methods which dissolve their anxiety is to
 
make them get a job in the civil service.
And their primary objective in their colege life is to devote themselves to their studies.It
 
is necessary for us to build up schoolwork supporting system.Now there are“Shienshitsu,”
“Night School,”“Kisokara”as such systems.These organizations must be managed efficiently.
:Boarding problems,Economicaly tight,Future anxiety,Schoolwork support-
ing system
 
I. は じ め に
調査自体は本学学生の生活実態および意識を
具体的に把握して，今後の厚生補導に役立てる
ことを目的として，教務部学生課によって実施
された。ここではこうした報告書を分析して，学
生の生活環境を調べ，学生の経済状況を把握し，
更には学生の直面している問題を理解すること
で，厚生補導の資料に止まらず，広く学生への
教育や指導の資料として活用したい。
学生課で行った調査の概要は次のようにな
る。
1 方法
本年4月初めのガイダンス時にすべて無記名
で多岐択一式で集計した。
2 アンケート回答者数
M E C A B I K 回答者数/在籍者数 回答率
1年 94 57 29 34 38 58 42  352/376  93.6%
2年 67 48 26 41 30 38 29  279/354  78.8%
3年 62 53 45 48 36 45 44  333/380  87.6%
4年 28 42 16 66 21 54 13  240/442  54.3%
1,204/1,552  77.6%
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なお，以下では，この学生課が行ったアンケー
ト調査における質問項目については『 』で括
り，回答項目については「 」で括った。
II. 生 活 環 境
先ず初めに，学生生活の基盤となる住居の様
態について見てみる。『1.住居の様態について』
から，4年生から低学年に向かうにつれ，自宅か
ら通う学生の数が増えており，4年生37.3%か
ら1年生45.5%となっている。即ち，これは近
年の地元からの入学者の占める割合の増加傾向
を反映している。取り分け，B科は全学平均
40.1%に対して，49.2%に達しており，学生の
半数近くが自宅から通っていることになる。他
方，下宿生は学年と学科によってバラツキがあ
るものの，全体の35.5%を占め，また，アパー
ト住いは学年が下がるにつれて減少しているも
のの，それでも全体で24.4%の割合を占めてい
る。
近年，自宅から通う学生が増加傾向にあると
はいえ，なお半数以上が下宿・アパート住いで
ある。これら自宅外居住の学生のかなりの部分
はその環境に不満を抱いており，『22.現在の宿
所に満足してますか』の問いに，下宿生の15%
余りがそうした意見を持っている。それに対し
て，アパート住いは不満がその半分以下の6.9%
に止まっている。下宿生の不満の原因として「部
屋の作り・騒音」が28.4%，「食事」が14.6%で
ある（『23.下宿で最も困っていることは』）。
それ故，今後とも大学が下宿と学生の間に
立って，不満解消のための調整役を積極的に
担っていくことが求められる。また，自宅通学
者を見てみれば，その居住範囲が大学から離れ
つつあり（『2.住居区はどこですか』において遠
隔市内は4年生の14.2%から1年生の23.7%
へと増大している），そうした学生の通学上の利
便性が確保されねばならない。例えば，市営バ
スをとってみても，夕方以降のバスの本数が極
端に少なく，著しい不便を強いられている実情
がある。
III. 経 済 状 況
学生の経済状況が全く余裕のないことが今回
の調査から判明している。
『4.家庭からの給付金額（自宅通学者のみ）』
において0～2万円未満が77.0%,2～3万円未
満は12.3%であり，これらを併せると約9割に
も達する。これは『29.ガソリン代平均月額』に
おいて6割近くが0.5～1万円未満であること
を考慮に入れると，四輪車を利用している人に
とっては，自宅から通学していたとしても全く
不十分な金額と見做せる。
また，『5.家庭からの給付額（自宅外通学者の
み）』を見ても，仕送りが下宿代（平均4万5千
円）を賄いきれない4万円未満の金額に止まっ
ている学生は全体の5割にも上っている。因み
に，B科の学生はこの範囲に6割が含まれる。
こうした経済的逼迫を打開するために，学生
は奨学金に依拠し，またアルバイトを余儀なく
されていることが見て取れる。
『7.奨学金について』では，6割の学生が「給
与を受けている」，もしくは「ぜひ受けたい」と
回答している。また，アルバイトについても，『8.
アルバイトはどの程度必要ですか』において，ア
ルバイトをしなければ「学業の継続困難」が
5.5%，「学業は続けられるが生活が苦しい」が
39.3%にも達し，併せて約45%の学生がアルバ
イトの必要性を訴えていることになる。B科の
学生もこの範疇に該当する。
この大学生活を送る上でのアルバイトの必要
性については，『26.アルバイト収入の使途につ
いて』に鮮明に表れている。そこでは，「学費・
修学費」へは20.7%，「生活費」には48.3%の学
生がアルバイト収入を充当している。そして，学
生は「毎日」，「定期的」，「休暇中」に併せて，約
5割の学生がアルバイトを行い，収入を手当て
している（『24.昨年度アルバイトをどの程度
やっていましたか』）。
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こうして，親の経済力が著しく低く，自宅通
学者，自宅外通学者とも，親からの給付では賄
うことができなく，奨学金やアルバイトに依拠
しながら，学生生活を営んでいることは学生全
体に該当することであり，B科の学生もこうし
た事態を免れるものではない。そして，アルバ
イトなしでは学業の継続が困難な学生が全学で
65名にも達することは危機的状況を示し，学生
の逼迫した状況を如実に物語る。
更に，経済的困難さが『11.課外活動におい
て』で「体育会や文化会に参加したい」が40%
を占めても，「余裕がなく」参加できない学生が
42%にも上っていることに表れている（『12.課
外活動に参加しない理由』）。勿論，余裕がない
理由が経済的問題だけに限られるとは見做され
ないけれども，仕送りが少なく，奨学金の貸与
を受けても，なおアルバイトが必要な学生が多
く見受けられたことから，ここでの問題で経済
的理由を第一に取り上げても言い過ぎではない
と思われる。
次いで，学生の意識の問題をみてみる。
IV. 将来に対する不安
『14.将来どの程度希望を持っていますか』の
質問項目において，「全くない」と回答した学生
が全学で212名，17.8%にも達している。これ
は2，3年生において特に高く，20%前後を占め
ているが，他方，新入生においても12.3%と高
い比率を示している。既に，入学した時点にお
いて，将来への希望を見出せないでいる学生が
多数存在することを，この数値は示している。
そうした事態への一つの処方として，『13.将
来どのような職業につきたいか』では教員と公
務員志望者が230名，20%を占めていることか
ら，こうした志望者に徹底的な受験対策を行い，
その合格率を現在よりも大幅に上げることで，
将来への展望に大きな道筋をつけることも，有
効な手立てとなるはずである。即ち，今，大学
に求められているのは，一般企業への就職を確
保するに止まらず，難関な公務員関係への合格
率を上げることで，学生の希望を実現しうる実
績を作り，将来への希望を切り開いていくこと
である。取り分け，B科の公務員関係への志望
者は大学平均より高く，32名，26%を占めてい
ることから，こうした対策はB科では急務であ
る。
実際，学生の抱いている不安や悩みも，その
最大項目は「就職・進路」が371名，32.0%を
占めていることから（『15.現在不安や悩みがあ
りますか』），上のような就職対策が一つの有効
な取り組みと言える。
以下では，こうした問題以外にも本学学生が
抱えている問題により詳しく立ち入り，将来へ
の展望を切り開くために，新入生の意識を調べ，
また，2～4年生の意識を検討していく。
V. 新入生の意識調査
新入生の意識調査においてB科の新入生は
一つの特出した特徴を示している。1年全体を
みれば，第一志望での入学者が72.5%，第二・
第三志望以下は27.5%であったのに対して，B
科は第一志望が52.6%に止まり，第二志望以下
が48.4%であった（『17.八戸工業大学は第一志
望でしたか』）。即ち，B科の半数ほどが希望の
大学に入学できずに，本学B科に入学してきた
ことになる。このことは本学志望の理由として，
「他大学に進学できなかった」を挙げた回答が1
年全体の平均では14.2%に過ぎなかったのが，
B科では28.9%に上ったことからも窺える
（『18.本学に進学した理由はなんですか』）。
しかし，『20.本学に入学したことについて』
の質問において，B科では「やや不満」1名，「不
満」1名に止まり，また「なんともいえない」が
13名を占めている。こうしたグレイ・ゾーンや
ダーク・ゾーンの学生に本学学生生活を魅力あ
るものに留め置くための鍵は『21.現在大学生
活の目的はなんですか』の質問項目の回答に見
て取れる。
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B科の新入生の学生生活の目的は「専門的知
識・技術の習得」が64.9%，「課外活動に励む」
が13.5%，「教養を身につける」が8.1%，「親友
をつくる」が5.4%であり，これらは併せて
91.9%を占める，目的が「別になし」が1名に
過ぎない。こうした目的を有効に育んでいけば，
先のグレー・ゾーンの学生を大学へ指向させる
ことが可能となるに違いない。
例えば，課外活動を大学生活の目的としてい
る学生に，活動の拠点や施設・設備を準備する
だけで，大学の役目が終わるわけではないこと
は自明のことである。彼らが順調に活動に励む
ためにも，勉学への十分なサポートが必要であ
るのは，当然のことである。どれだけ勉学につ
いていけるかが，課外活動を充実させるかのポ
イントとなるはずである。勿論，B科ではこう
した取り組みが既に実践されているのは事実で
ある。この点については後述する。
VI. 2～4年生の意識調査
学生の本分である勉学について自学の時間を
調べた項目があるので，このことについて見て
みる。ここでも，B科の状況を中心に考察を進
める。
『30.日頃勉強をしますか』から，B科の学生
は大学全体より6.8ポイント多い，54.1%が勉
強していることが判る。他学科と比較しても，A
科の58.3%に次いでいる。1日の平均時間数も
1時間以上勉強する学生は全学で1番多く，
16.5%を占めている。従って，本学科の学生は
全学科のうちで最もよく勉学に励んでいると
言ってよい。このことは『34.今後学生生活で最
も力を入れたいことは』において，B科学生の
55.3%が「勉学」を挙げていることにも反映さ
れている。
但し，こうした学生が学科の対応に十分満足
していない状況が見て取れる。即ち，『32.大学
生活に満足していない点』では，22.6%の回答
者が「カリキュラム」に不満を抱いているので
ある。これは大学全体が17.2%であったから，
5.4ポイントも高い比率を示していることにな
る。尤も，講義自体は学生に評価されており，「講
義」への不満は22.6%と，大学全体の36.1%よ
りかなり少ない数値を示している。これは他の
学科と比較して，一番小さな値となっている。
ともあれ，「カリキュラム」への不満がどの辺
りにあるのかを探りながら，今後のカリキュラ
ムの策定の参考にしていく必要がある。
VII. 大学生活の目標
最後に，本学学生が大学生活に何を追い求め
ているのかを考察する。
学生が大学生活の重点に据えているのは勉学
である。『34.今後学生生活で最も力を入れたい
ことは』において，54.1%の回答が「勉学」で
あり，他の項目を圧倒的に引き離している。こ
うした志向は学年が下がるにつれて強く，4年
39.0%，3年56.5%，2年64.8%である。因みに，
新入生に対する『21.現在大学生活の目的はな
んですか』という質問において，「専門的知識・
技術の修得」63.5%，「教養を身につける」8.5%
であり，併せて72%が何らかの形で勉学を目標
としている。
その他に，「課外活動」が9.2%である。先に
述べたように，課外活動を伸ばせるサポート体
制が求められている。
また，「アルバイト」を目標に掲げる学生も
7.1%に上っている。彼らの中には「学費・修学
費」を手当てしたり，「生活費」をねん出するた
めにアルバイトを行っている学生が少なからず
存在することに留意されねばならない。そのた
めには，効率がよく，安定した収入が得られ，ま
た学生の希望が多いと言われている「家庭教師」
などの職が斡旋されることが求められている。
大学側がこうした職種を積極的に開拓していく
ことが求められる。現在のアルバイトの主だっ
た職種は「店員」47.2%，「重労働」20.6%，「軽
労働」16.7%であり，「家庭教師」をしている学
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生は僅か11名，2.2%に過ぎない（『25.アルバ
イトの職種について』）。
更に，「親友をつくる」が5.3%にのぼる。何
でも話せる親友が「いない」と回答する学生が
18.6%を占めていることから（『33.なんでも話
せる親友がいますか』），出会いの場を積極的に
作っていく必要にせまられている。そうした場
として課外活動も有効であると考えられるの
で，課外活動の活性化が望まれる。
VIII. まとめにかえて
以上のように，本学学生の生活実態や意識に
ついて見てきた。彼らの生活を支え，更には彼
らの意向を踏まえ，より充実した学生生活を送
れるような体制作りが本学においても進行しつ
つある。そこで，これらのことを紹介し，なお
かつ，その課題を探りながら，まとめにかえる。
現在，本学では学務部学生課を中心として学
生生活の支援活動が営まれている。下宿主との
定期的な話し合いや指導も行われている。今後
とも，こうした取組が継続していくことが望ま
れる。他方で，自宅から通う学生が増えている
ことからも，通学の利便性が確保される必要が
ある。
ところで，授業料未納の問題がここ数年顕在
化しているが，それは一部学生の抱える問題に
止まらないことが判明した。全体の45%の学生
がアルバイトなしでは，学業の継続が困難をき
たし，また生活が維持できないでいる。学生の
生活を支援する抜本的な全学的取組が望まれ
る。現在，そうした取組が色々な面において実
現されつつある。その一環として，本法人が保
証人になって学生が金融機関から学資を借り入
れられる取り組みが実行に移されつつあるの
は，画期的な事柄である。そして，優良な学生
への特待生制度に加えて，生活に困窮した学生
を対象とした措置が一部取り入れられているこ
とは注目に値する。また，本学ではSA制度のよ
うに，学生に学内の業務を委託し，その代価を
支払うことで，学生を経済的に支援する制度が
あり，特筆すべきものである，しかし，同時に，
学業に過度の支障をきたさない家庭教師などの
長期的かつ安定した職種のアルバイトが開拓さ
れねばならない。何れにせよ，以上のような実
績は他大学で見られない先駆的なものであり，
その継続と更なる展開が望まれる。
続いて，学生の意識のあり方についてみてみ
ると，将来のビジョンを描ききれず，就職に不
安を抱く学生が多数存在する。彼らの展望を切
り開く一つの手立てとして，学生の希望の多い
教員や公務員への合格対策の実施が挙げられ
る。実際，学務部就職課が中心となって，こう
した対策が実施されているが，全学的体制で
もって取組の裾野を広げていくことが合格率の
向上に繋がると思われる。
そして，全学を通じて勉学を学生生活の最大
の目標に掲げる学生が半数を越える。学業の充
実は本学を第一志望にしなかった学生の要望
（殊にB科の学生）に応えるためにも，また課外
活動を営む上でも重要と見做されるので，学業
の支援は蔑にはできない。ここで特に留意すべ
きことは学生がカリキュラムへ不満を抱いてい
ることである。カリキュラムは4年間の学業の
集大成の基軸となるものであり，将来への展望
を拓くものでもある，それ故，これまで総力を
挙げて取組まれてきた大学および学科の進むべ
き方向性が，従来にもまして俊敏に模索される
ことが希求される。
加えて，近年問題となっている基礎学力の低
下に対処するためのサポートも視野に入れられ
ねばならない。このため全学では基礎教育研究
センターの支援室，図書館のナイトスクールな
どがある。また，学科独自の支援体制もあり，B
科ではキソカラを開講し，数学，物理，化学の
学力支援が実施されている。これらの講座が一
本化される必要はなく，幾層にも支援の輪を作
り，一人でも多くの学生が利用しやすい仕組み
であればよい。但し，今後はこうした体制の運
用の在り方が検討される余地がある。
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最近，課外活動の沈滞が言われるが，そこに
は経済的問題や学業問題が内在していると思わ
れるので，そうした問題への抜本的な対策が求
められる。
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